
 

様式第９ 

議 事 録 

会 議 名 令和７年第２回豊田警察署協議会（定例会） 

日時・場所 令和７年５月 29日（木）午後１時 30分から午後４時 20分までの間 

豊田警察署 講堂 

 

 

 

 

 

 

 

出 席 者 

 

１ 委員  15 名（定数 15名） 

  杉浦 直人 会長  鈴木 重隆 副会長 西田 保 委員 

藤井 福男 委員  福島 茂 委員   田中 マリア 委員 

神尾 貴美 委員  山本 有佐 委員  中根 利幸 委員 

大村 彰彦 委員  冨岡 かおり 委員 城 千穂子 委員 

藤谷 優子 委員  石﨑 正樹 委員  佐藤 泰地 委員 

２ 警察署員 ９名 

  木村 署長    奥田 副署長 

  浅沼 警務課長  米津 会計課長  石川 生活安全課長 

  尾畠 地域課長  太田 刑事課長  岡本 交通課長 

  森田 警備課長 

３ 有識者等 

  則竹崇智氏講演 

「命の大切さを学ぶ」 

１ 署長挨拶 

２ 報告内容 

(1) 管内の情勢 

(2) 前回の意見・要望に対する具体的な施策の推進状況 

 ア 前回の協議事項 

   総合的な自転車安全対策 

 イ 前回の意見・要望 

(ｱ) インセンティブな啓発活動の実施 

(ｲ) 各タイミングを意識した働きかけ 

 ウ 施策推進状況 

(ｱ) プロサッカー選手、プロラグビー選手を起用した動画を作成し公営 

施設などで放映 

(ｲ) 管内の高等学校生徒と連携した自転車盗難被害防止をテーマにした  

ダンス動画の作成、発信及び着用しやすい自転車用ヘルメットのデザ 

インの発案 

(ｳ) 管内企業と連携し人感スピーカーの活用及び鉄道車内での車内アナ  

ウンスの実施 

(ｴ) バーチャルリアリティシミュレーター体験の実施 
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   (ｵ) 自転車販売店と連携し、自転車購入時にヘルメットを同時購入する各

種学校の新入生と新社会人に対する割引販売の実施 

(ｶ) 様々な施設、店舗と連携し、広報誌、フリーペーパー等の配布 

(ｷ) 各学校（小学校、中学校、高等学校、大学）、教育委員会、交通安全 

協会と連携し、電光掲示板を利用した情報発信、啓発資料の配布や防犯

講話の実施 

(ｸ) 自転車販売店と連携し、店頭での啓発ポスターの掲示及び自転車購入

者に対して啓発広報紙を配布 

(ｹ) 外国人技能実習生を対象とした防犯教室、交通安全指導の実施 

(ｺ) 市民団体と連携し鉄道駅周辺で防犯指導を実施 

(ｻ) 管内の各自治区町、生命保険会社等との連携の強化 

３ 協議事項 

  警察に求める犯罪被害者等支援活動 

４ 発言の要旨 

(1) 被害者を二次被害に遭わせないことが重要で、担当者の育成のため裁判を 

傍聴させるなどの体験をさせることが大切である。 

(2) 被害者の心に寄り添う対応を実現するため、警察官に対して、専門的知識 

を有するカウンセラーの教養を受けるなどすることが賢明である。 

(3) 警察と行政の連携が必要である。被害の状況について何度も話さなければ 

いけない状況を回避するよう、できる範囲での情報共有を図ることで被害者

の心の負担を減らせると思う。 

(4) 最初に対応する警察官から、犯罪被害者等早期援助団体に対して通報する 

ことで、被害者等支援の窓口を一本化できるような仕組みづくりができると

いいと思う。 

(5) 犯罪被害者等支援制度の手続きは非常に複雑であることが分かった。被害 

に遭った後に対応する人が、後の手続きについて全面的に請け負うようなワ

ントップシステムが構築されるといいと思う。 

(6) 犯罪被害者等が誹謗中傷などの二次被害に巻き込まれないようにするた 

め、学校教育のなかで情報リテラシーの重要性を認識させるような教育が必

要である。 

 (7) 犯罪被害者等支援制度について被害者等に知らせるだけでなく、世の中に 

広く周知させる必要がある。 

５ 意見・要望 

(1) 自治体、関係機関との連携強化と情報共有、警察官のケア能力の向上 

(2) 被害者支援活動の周知に向けた広報活動、教育現場との連携 

６ その他 

次回開催予定   

令和７年８月下旬ころ 
備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 


